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担当課番号案内の�田 �保 の表記は　�田 …田無庁舎（南町５～６～１３）�保 …保谷庁舎（中町１～５～１）を表します
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け
や
き
小
学
校
新
校
舎
（
芝
久
保
町
五
丁
目
）

は
１
月
８
日
か
ら
開
校
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

新
校
舎
は
、
平
成　

年
５
月
か
ら
建
設
を
始
め

１４

平
成　

年
８
月
に
は
完
成
し
ま
し
た
が
、
開
校
前

１５

の
室
内
科
学
物
質
の
環
境
測
定
の
結
果
、
２
室
で

ト
ル
エ
ン
が
文
部
科
学
省
が
定
め
た
基
準
値
を
超

え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
１
月
ま
で
開
校
を
延
期
し

て
い
ま
し
た
。

　

９
月
８
日
に
は
、
専
門
家
を
含
め
た
対
策
委
員

会
を
設
置
し
、　

月
４
日
・　

日
、　

月　

日
の

１０

２９

１２

２５

４
回
に
わ
た
る
会
議
で
①
化
学
物
質
の
削
減
・
除

去　

②
発
生
源
の
特
定　

③
安
全
の
確
認
に
つ
い

て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
検
討
委
員
会
で
発
生
源
が
特
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
安
全
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
会
で
は
、
新
校
舎
を
３
学

期
か
ら
開
校
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

新
校
舎
は
左
記
の
よ
う
な
新
し
い
機
能
を
持
っ

て
い
ま
す
。
新
校
舎
が
、
今
ま
で
の
校
舎
と
同
じ

よ
う
に
、
児
童
に
愛
さ
れ
、
地
域
の
方
た
ち
に
も

親
し
ま
れ
る
学
校
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
現
在
の
け
や
き
小

学
校（
旧
西
原
第
二
小
学
校
）

は
、今
後
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

幅
広
く
活
用
で
き
る
施
設
と

し
て
い
き
ま
す
。

◆
教
育
庶
務
課
（
�保
 
�
内
線

　

）
２６１４

　

新
た
に
成
人
を
迎
え
る「
は
た
ち
」の
若
者
を
中
心

に
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
掛
け
が
え
の
な
い
生
命
を

守
る
血
液
の
必
要
性
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、「
は
た
ち

の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
内
で
下
記
の
と
お
り
献
血
を
行
い
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
、
特
に
若
い
方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
と
き　

１
月
２
日
（
金
）　

午
前
９
時　

分
〜
正
午
・

３０

午
後
１
時
〜
３
時　

分
３０

▽
と
こ
ろ　

東
伏
見
稲
荷
神
社
西
側

◆
保
健
福
祉
総
合
調
整
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２３１２

とき

��������
ところ

��������	

成人式のご案内成人式のご案内

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む　

歳
か
ら　

歳
に
な
る

２０

６０

ま
で
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

若
い
時
に
は
老
後
の
こ
と
は
あ
ま
り
気
に
し
ま
せ
ん
が

私
た
ち
は
い
つ
か
必
ず
老
後
を
迎
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
自
営
業
な
ど
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
職
場
の
年
金

（
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
）
加
入
者
の
配
偶
者
お
よ
び

学
生
の
方
も
国
民
年
金
に
加
入
し
、
加
入
者
全
員
が
将

来
、
共
通
の
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
に
加
入
中
、
万
が
一
ご
本
人
が
亡
く

な
っ
た
り
、
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
時
な
ど
の

場
合
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
遺
族
基
礎
年
金
・

障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る
な
ど
不
測
の
事
態
に
も

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
給
付
以
外
に
も

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
税
金
の
所
得
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
各
地
の
国
民
年
金
健
康
保
養
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
が
割
安
な
価
格
で
利
用
で
き
た

り
、
マ
イ
ホ
ー
ム
建
築
の
際
の
低
利
な
住
宅
資
金
の
融

資
、
教
育
資
金
の
貸
付
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

豊
か
な
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
す

る
国
民
年
金
基
金
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
　

歳
に
な
る
方
に
は
、
武
蔵
野
社
会
保
険
事
務
所
か

２０
ら
、
誕
生
日
の
前
月
に
国
民
年
金
の
加
入
案
内
書
が
届

き
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
武
蔵
野
社
会
保
険
事
務
所
か
保
険
年
金

課
国
民
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

武
蔵
野
社
会
保
険
事
務
所�
０
４
２
２
・　

・
１
４
１
１

５６

◆
保
険
年
金
課
（
�田
 
�
内
線　

、
�保

 
�
内
線　

）

１４９３

２１３７

図書室には一部床暖房もあり、ゆったりとし
たスペースで本を読めます

給食の時間が待ち遠しい！
天気のよい日には、ランチルー
ムに虹がかかります
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市
立
小
学
校
児
童
作
品
展
お
よ
び

中
学
校
生
徒
作
品
展
（
都
立
田
無
養

護
学
校
生
徒
の
作
品
を
含
む
）
を
開

催
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
創
作
意

欲
と
豊
か
な
情
操
を
発
揮
し
た
作
品

で
す
。

■
中
学
校
生
徒
作
品
展

▽
と
き　

１
月　

日
（
土
）

１７

〜　

日
（
月
）
午
前
９
時
〜

１９
午
後
４
時　

分
（　

日
は
正

３０

１９

午
ま
で
）

■
小
学
校
児
童
作
品
展

▽
と
き　

２
月
７
日
（
土
）

〜
９
日（
月
）　

午
前
９
時　
１０

分
〜
午
後
４
時　

分
（
９
日

３０

は
午
後
２
時　

分
ま
で
）

３０

▽
と
こ
ろ　

保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル

▽
展
示
作
品　

図
工
美
術
、
技
術
・

家
庭
、
書
写
を
中
心
に
し
た
選
択
教

科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
作
品

等※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
で
き
る
だ

け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◆
指
導
課
（
�保
 
�
内
線　

）　
２６３３

　新校舎は、従来の学校という枠に
とどまらず、地域に開かれた学校と
しています。校舎棟（教育ゾーン）
と体育館棟（開放ゾーン）に分かれ、
次の５つの機能を持たせました。
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　こどもたちの自主性を高め、自発
的な学習活動を促すための空間とし
てクラスルームにオープンスペース
を配置
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　情報機器を利用するコンピュータ
ー教室を持ち、校内ＬＡＮ・インタ
ーネット等にも対応できるよう、各
教室にも通信配管を整備
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　オープンスペース、多目的ホール、
講堂を配置し、多様な学習活動がで
きる学校

��������	
��
�

���

　地域開放施設を体育館棟および校
舎棟にも配置し、可能な限り地域に
開放し、学校と地域とが一体となっ
た学習拠点として対応できる学校と
なる施設
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　建物の耐震安全性を通常の１.２５
倍とし、災害時には受水槽の水が飲
料水として、プール用水を防火水槽
として利用できる災害時の一時避難
場所となる施設�

�
�
�
�
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青
嵐
中
学
校
２
年　

雲
井
遊
星
さ
ん
の
作
品

▽対象　昭和５８年４月２日～昭和５９年４月１日に生まれ
た方で、西東京市に住民登録または外国人登録している
方。
※案内状は１２月上旬に発送しました。お手元に届かない
場合は、社会教育課へご連絡ください。学校・就職等の
関係で、現在、市外に住民登録
している方も出席できますので
ご連絡ください。
▽その他　市内転居等で、中学
校学区域に変更がある場合は、
希望する部に出席できます。
※車での来場はご遠慮くださ
い。
◆社会教育課（�保 �内線２７１2）

▽対象地域　田無第二中学校、ひばりが
丘中学校、田無第三中学校、青嵐中学校、
明保中学校の各中学校学区域在住者
▽受付　午前１０時
▽式典　午前１０時４５分～１１時３０分

○午前の部

▽対象地域　田無第一中学校、保谷中学
校、柳沢中学校、田無第四中学校の各中
学校学区域在住者
▽受付　午後１時３０分
▽式典　午後２時１５分～３時

○午後の部

新成人の皆さんへ新成人の皆さんへ
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＝＝
西西
東東
京京
市市
献献
血血
推推
進進
協協
議議
会会
＝＝


